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要 旨　 本 稿 で は 、英 語 で は異 な って い て も 日本 語 で は同 じ訳 に な る表 現(同 訳 表現)を 、 日本 人英
語 学 習 者 が 意 図 的 に使 い 分 け られ る よ うに な る た め に は、 訳 以 外 に何 を拠 り所 に すべ きか 、 を検
討 した。
具 体 的 な同訳 表現 と して は、 一 般 に 「～ の理 由 で」と訳 され るby　 reason　 of　Xとfor　 reasons　 of
Yの2表 現 を取 り上 げ た 。 「～ の」の 部 分 に相 当 す る、"X"と"Y"に 着 目 し、 コ ーパ ス 分 析 を行 っ
た結 果 、XとYの 意 味構 造 も名 詞 の形(名 詞 形)も 大 き く異 な る こ とが 明 らか にな っ た。
名 詞 形 の 違 い か ら 同訳 表 現 の差 異 を 明 らか に す る 可 能性 を示 す と と もに、 従 来 の 辞 書 で の"by
reason　 of…"や"by　 reason of O"な どに お け る"…"や"O"の 表 記 の 問題 点 を指 摘 し、 単 に前 置
詞 の 目的 語 と して"…"や"O"で 置 き換 え て表 記 す るの で は な く、 目的 語 の 部 分 に どの よ う な意 味
構 造 の名 詞 句 が 求 め られ て い て 、 どの よ うな名 詞 形 を用 い るべ きか、 の情 報 も明記 すべ きで あ る
と主 張 した 。
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1.は じめ に
英 語 で は異 な る 表現 で も、 日本 語 に 訳 す と同 じに な る とい う こ とは よ くあ る。 そ の よ うな 表 現
を 「同訳 表 現 」 と呼 ぶ こ とに す る と、 訳 以 外 の"な にか の 差 異"を 見 出 さ ない か ぎ り、 意 図 的 に そ
の 同訳 表 現 を使 い分 け る こ とは む ず か し くな る。
例 え ば 、 「ジ ー ニ ア ス 英 和 辞 典 第4版 」に は、reasonの 項 で 、 次 の2表 現 が 成 句 と して 以 下 の
よ う に提 示 され て い る。
by reason of O《 正 式 》〈事 〉 の理 由 で,… の た め に(because of)
He was dismissed by reason of his old age.彼 は高 齢 の た め に解 雇 され た .
沁for reasons of O《 正 式 》〈事 〉の 理 由 で(because　 of)l
　 　 　 　 resign　or　reasons　 of　health　 健 康 上 の理 由 で辞 任 す る(=resign　 for　health～s).
ど ち らの 表 現 と も 「〈 事 〉の 理 由 で 」の訳 が付 さ れ、"because　 of…"と も同 義(も し くは類 義)で
あ り、 か つ 、 レジ ス ター 的 に も ど ち ら も 《正 式 》と な っ て い て、 酷 似 して い る。 同時 に、 こ の2表
現 に は 前 者 はby、 後 者 はforで あ る とい う前 置 詞 の 違 い に 加 え、 名 詞REASONが 前 者 は 不 可 算
形reasonで 、 後 者 は複 数 形reasonsと い う違 い に気 づ か せ て くれ る。 しか し、 そ れ が な ぜ か を
推 測 す る こ とは こ の説 明 や 例 文 か らだ け で は む ず か しい 。REASONを 複 数 形 にす る か 否 か は 、
"by　reason　 of …"と"for　 reasons　 of…"を そ れ ぞ れ 成 句 と して 覚 え て しま え ば 問題 は ない 、 と
い う議 論 も な りたつ が 、仮 にそ うだ と して も、表 現 す る立 場 に立 て ば 、自分 が 言 いた い こ とを、"by
reason　 of…"と"for　 reasons　 of…"の ど ち ら を用 い て 表 現 す べ きか 、 とい う問 題 は依 然 と して
残 る。
　 そ こ で 本 稿 で は、 日本 語 訳 で 差 異 を 記 述 しに くい 同 訳 表 現 の 例 と して、 一 般 に 「… の 理 由 で 」
と訳 され る"by　 reason　 of…"と"for　 reasons　 of…"の2表 現 を取 り上 げ 、 そ の 表 現 に含 まれ る
名 詞 の 形(名 詞 形)に 着目 し、 そ の 違 い を分 析 す る こ と に よ り、 同 訳 表 現 の 背 後 に あ る 差 異 を明
らか に して み たい 。
　 なお 、本 稿 で 「名 詞 形 」とは、o　reason(不 可 算 形),a　 reason(可 算 ・単 数 形)o　 reasons(可 算 ・
複 数 形)の3つ に加 え、theが つ くthe　reason,　 the　reasons、 さ ら に、　one'sが つ くone's　 reason,
one's　 reasonsを 含 む 、 計7つ の 形 とす る。 ま た 、　by　reason　 ofに 続 く名 詞 句 をXで 表 わ し、　for
reasons　 ofに 続 く名 詞 句 をYで 表 わ し、 【by　reason　 of　X],[for　reasons　 of　Y]と 表 記 す る。
　 以 下 で は、 ま ず 、 問 題 の2表 現 が 辞 書 で どの よ う に紹 介 され て い るか を概 観 し、 差 異 が 明 確 に
な っ て い な い現 状 を指 摘 す る。 次 に、2表 現 のofの 目的 語 の名 詞句(X,　 Y)に 着 目 して コー パ ス分
析 を行 い 、X、　Yの 中 心 と な る 名 詞 の 名 詞 形 の 違 い の 考 察 を基 に、2表 現 の 差 異 につ い て 仮 説 を
提 示 す る。
2.辞 書 デ ー タの 分 析
　 英 和 辞 典 、 英英 辞 典 がby　reason　 ofとfor　 reasons　 ofの2表 現 を どの よ うに記 述 して い る か を概
観 す る た め 、以 下 の英 和 辞 典 と英 英辞 典 を参 照 した。 表1は 各 辞 書 の記 述 を ま とめ た もの で あ る。
　 ⑧　 ジー ニ ア ス英 和 辞 典 第4版(以 下 、 ジ ー ニ ア ス4)
　 働　 ロ ン グマ ン英 和 辞 典(以 下 、LEJD)
　 ㊨　 新 英 和 大 辞 典 第6版(以 下 、新 英 和6)
　 ⑭　 ラ ン ダ ムハ ウス 英 和 大 辞 典(以 下 、 ラ ン ダム ハ ウス)
　 ㊧　 ウ ィズ ダ ム英 和 辞 典 第2版(以 下 、 ウ ィズ ダム2)
表1　 by　reason　 ofとfor　 reasons　 ofの 辞 書 記 述
　 ⑱　Longman　 Dictionary　 of　Contemporary　 English,　Fifth　Edition(以 下 、　LDOC日5)
　 ⑳　 Oxford　 Advanced　 Learner's Dictionary,　 Seventh Edition(以 下 、　OALD7)
　 ⑫　 Macmillan English　 Dictionary,　Second　 Edition(以 下 、　MED2)
　 ㊥　 Colllns　COBUILD　 Advanced　 Dictionary　 of　English(以 下 、　COBUILD)
　 表1に ま とめ た 辞 書 の 情 報 を分 析 す る と、2表 現 の違 い につ い て以 下 の考 察 が で き る。
1)日 本語 訳 に つ い て
　 ジー ニ アス4の よ う に、 ど ち らの 表 現 に対 して も 「〈事 〉の 理 由 で 」と同 じ 日本 語 訳 をあ て て い
る辞 書 もあ れ ば、 ウ ィ ズ ダ ム2の 「A〈事 〉の 理 由 に よ り」と 「A〈事 〉の 理 由 で」や 、LEJDの 「<
… 〉を理 由 と して、 の た め に」と 「〈… 〉の理 由 で」の よ う に、微 妙 に訳 し分 け て い る もの もあ る 。
しか し、 訳 が 違 う場 合 で も、 筆 者 に は、 た とえ ば 「理 由 と して」と 「理 由 で」は多 分 に交 換 可 能 の
余 地 が あ る よ う に思 わ れ る。JEJDの 例 文Geiger　 was　 found　 not　guilty　by　reason　 of　insanity.(精
神 障 害 を理 由 に ガ イ ガー は無 罪 判 決 を受 け た。)に お い て も、 「を理 由に 」の部 分 は、by　reason　 of
の 訳 と して 提 示 され て い る「を理 由 と して」と して も、for reason ofの 訳 と して提 示 され て い る 「の
理 由で 」と して も、 大 差 は ない よ う に思 え る。 つ ま り、 訳 か らだ けで は、by　reason　 ofを 使 うべ
きか 、for　reasons　ofを 使 うべ きか の判 断 は 難 しい よ うに 思 え る 。
2)類 義 表現(because　 of)の 記 載 につ い て
　 ジ ー ニ ア ス4に は2表 現 の ど ち らに も(because　 of)の 記 載 が あ り、 お そ ら く、 そ の 意 味 す る
と こ ろ は、by　 reason of… もfor　reasons　 of… も意 味 的 に はbecause　 of… と ほ ぼ 同 じで あ
り、because of… で 書 き換 え の 可 能 性 を 示 唆 し て い る も の と解 釈 で き る。 一 方 、 新 英 和6、
LDOCE5、 　OALD7の3辞 書 で は、　by　reason　 ofの ほ う にだ け(because　 of)の 記 載 が あ りで、　for
yeasons　 ofに は そ の記 載 は な い。 しか し、 果 た して 、 そ れ が 、　for　reasons　 ofはby　 reason　 ofと
違 って 、because　 ofの 意 味 で は な い 、 あ るい は、　because　 ofで は書 き換 え られ ない 、 とい う積
極 的 な メ ッセ ー ジ なの か ど うか は、 筆 者 に は不 明 で あ る。
3)表 現 の正 式 さ ・formalityに つ い て
　 この 点 につ い て は 、 か な り辞 書 に よっ て 異 な っ て い て 、3つ の 異 な る メ ッセ ー ジが 伝 え られ て
い る 。 まず 、ジー ニ ァス4とL日JDは 、両 表現 に 《正 式 》あ るい は くくフ ォー マ ル 〉〉を記 載 して い る。
しか し、 ウ ィ ズ ダ ム2とLDOCE5は 、　by　reason　 ofに のみ 、((か た く))も し くはformalの 記 載 を
して い て 、for　reasons ofに は そ の記 載 は な い。 さ らに 、　OALD7は そ の 逆 で 、for　reasons　 ofに
の み 、formalの 記 載 を して い て、　by　reason　 ofに はformalの 記 載 は ない 。 い ず れ に して も、 言 語
使用 域 と して の正 式 さ ・formality・ か た さ と い う よ う な要 因 か らだ け で は、2表 現 を使 い分 け る
こ とは む ず か しい よ うに 思 わ れ る。
　 4)ofの 後 に続 く名 詞 句 に つ い て
　 ◎fに続 く名 詞 句 に注 目す る と、辞 書 に よ って 扱 い が2種 類 あ る こ とに気 づ く。 まず 、ジー ニ アス 、
LEJD、 ウ ィズ ダム2、　LDOCE5の4辞 書 は 、2表現 と もof以 下 の名 詞 句 を そ れぞ れ"0"、"sth"、"A"、"
something"で 表 わ して い て い るた め、 適 当 な名 詞 句 が 続 く とい う こ とだ け で、 そ れ 以 上 の制 約
の違 い は書 か れ て い な。 しか し、 新 英 和6は 、by　reason　 of　XのX部 分 は"…"で 表 記 して い る の
に対 し、for　reasons　 of　Yで は、　Yの 部 分 は"…"で は な く、economyとhealthと い う特 定 の名
詞 が 使 われ て い る。MED2も 、　by　reason　 of　Xへ の言 及 は な い もの の、　for　reasons　 of　YのYに
は、"economy/safety/security　 etc."と い う特 定 の名 詞 を あ げ て、 そ れ らを成 句 の一 部 と して
紹 介 して い る 。 お そ ら く、 新 英 和6とMED2の 記 述 の素 直 な 読 み と して は 、　for　reasons　 of　Yの
場 合 のYの 部 分 は、 理 由 を表 わ す も の な ら どん な名 詞 句 で も よ い とい う の で は な く、economy ,
health,　safety,　securityな どの 一 部 の 名 詞 句 に 限 定 さ れ て い る 、 とい う こ とで あ ろ う と筆 者 は推
測 す る。確 か に 、他 の辞 書 の例 文 でYの 部 分 を み る と、health,　 safety,　securityの3種 類 に限 られ
て い る 。 一 方 、by　reason　 of　XのX部 分 を例 文 か ら抜 き出す と、　his　old　age/insanity/his　 long
experience/its bad organization/age/his　 age/his　 positionと な る。　Yで はみ られ なか った 、
代 名 詞 の所 有 格 の使 用 が 目につ くが 、 中 に は 、insanityやageの よ うに な い もの もあ る。
　 以 上 の考 察 を ま と め る と、 今 回 参 照 した辞 書 情 報 か ら だ け で は、2表 現 を 日本 語 訳 、 同 義 表 現
(because　 of)の 記 載 の 有 無 、 表 現 の 正 式 さ ・formality、 な ど の観 点 か ら使 い 分 け る とは む ず か
しい こ とが 明 らか に な っ た の で は な い か と思 う。 また 、of以 下 の 名 詞 句 の使 用 制 限 に つ い て は
辞 書 に よ って は,for　 yeasons　 ofの 場 合 の み 、　economy,　 health,　safety,　securityな どの 名 詞 句 に
限 られ る とい う使 用 制 限 を示 唆 す る辞 書 もあ り、 使 い 分 け へ の ヒ ン トと な る可 能性 が あ る こ と も
分 か っ た が 、仮 に使 用 制 限 が存 在 す る と して も、 そ の 中 身 につ い て の 説 明 は 十 分 とは い え ず 、 ま
た 、辞 書 に よっ て は そ の よ うな使 用 制 限 に つ い て 記 述 を して い な い もの もあ り、 さ らな る検 証 の
必要 性 が あ る こ とが わ か っ た。
　 以 下 で は、 コ ーパ ス デ ー タ を基 に、2表 現 の 実 際 の使 わ れ方 を分 析 す る。
3.コ ーパ スデ ー タの 分 析
主 に、Brltish　National　 Corpus(以 下 、　BNC)とWordBanks(以 下 、WB)の コー パ ス デ ー タを基 に[by
reason　 of　X]と[for　 reasons　 of　Y]の2表 現 の実 際 の使 用 実 態 を考 察 す る。
'3
.1　 【by　reason of　 X]と[for　 reasons　 of　Y]の 頻 度
　 BNCとWBで"by_reason　 of"と"for　 reasons of"を 語句 検 索 す る と、表2の よ うな結 果 とな っ
た。
WBだ け をみ る と、　for　reasons　 of(55件)の ほ うがby reason of(49件)よ りわ ず か に多 い が 、
BNCとWBを 合 わせ る と、　by　reason　 ofが376件 、　for　reasons　 ofが268件 で 、　by　reason◎fの 方
が 約6対4の 割合 で 多 い 結 果 と な っ た。 こ の結 果 か ら、2表 現 の うち特 に どち らか 一 方 だ け が 多 い
とい うこ と も稀 とい う こ と もな い こ とが 推 測 で ぎ、 何 らか の使 い分 け の必 要 性 が あ る と解 釈 で き
る。
3.2　 [by　reason　 of　X]の 分 析
　 辞 書 デ ー タ の考 察 か ら は、by　 reason　 of　XのXに は代 名 詞 の 所有 格 の 使 用 が 目につ い た もの
の 、 名 詞 自体 に はfor　reasons　 of　Yに お け るYに 対 す る よ う な制 約 はみ られ なか った 。 以 下 で は 、
BNCの デ ー タ を基 に、　Xに どの よ うな名 詞 が どの よ うな 名詞 形 で使 わ れ て い る の か を考 察す る。
3.2.1by　 reason　 of直 後 の1語(+1～+1)の 分析
　 まず 、by_reason_ofの 直 後 の1語 に どの よ う な語 が きて い る か を調 べ る ため 、　BNCの 語(句)
検 索 でby_reason_ofを 検 索(表 記 形 検 索)し た上 で 、集 計 範 囲 を+1～+1に して語(句)集 計 を行 っ
た 。 表3は そ の結 果 を ま と め た も ので あ る。
表3の デー タ をみ て 、 以 下 の 考 察 が で き る。
7)定 冠 詞theが82件 で 一 番 多 く、 全 体 の25%を 占め て い る 。 不 定 冠 詞a,　anの15件 も加 え る と、
定 冠 詞 ・不 定 冠 詞 で 全 体 の 約3割 と な る。
2)人 称 代 名 詞 の所 有 格one'sも 多 い。　their,　his,　its,　our,　herを 合 わ せ る と90件(27.5%)で 、　the
よ りも多 い 。 表1の 考 察 でone'sが 目につ い た点 と一 致 す る 。
3)冠 詞 が つ い て い な い 名 詞 で 頻 度2以 上 の も の を み る と、age(7件)、 　insanity(6件)、
redundancy(4件)と2件 のassignment,　 race,　securityの6つ の名 詞 だ け しか な く、 頻 度 も種 類 も
少 な い よ うに 思 わ れ る 。
　 以 上 の考 察 か ら、 少 な く と もBNCデ ー タで は、　by　reason　 of　Xに お け るXの 名 詞 形 と して は
definiteな 名 詞 句 と考 え られ る 【the_」 と 【one's_1が 全 体 の約 半 数(52.6%)を 占め る こ とが わ
か っ た 。
　 以 下 で は 、 まず 、特 に 頻 度 の 高 か っ たby　reason　 of　the__とby　 reason　 of　one's_の2つ の
環 境 を さ ら に詳 し くみ て み る。
3.2.2by　 reason　 of　the _の 分 析
　 theの 直 後 の1語 に ど の よ う な 語 が き て い る か を 調 べ る た め 、　BNCの 語(句)検 索 で
by _reason_of　 theを 検 索(表 記 形 検 索)し た 上 で 、集 計 範 囲 を+1～+1に して語(句)集 計 を行 った 。
表4は2件 以 上 の 頻 度 の 結 果 を ま とめ た もの で あ る
　 一 番 頻 度 が 高 か ったby　 reason　 of　the　factの 文 をみ る と、6件 と もthe　fact　that… と な って い
て 、以 下 の よ う に、い わ ゆ る 同格 のthat(「 何 か が 　 ～ す る/で あ る とい う事 実 」とい う意 味構 造)
で あ る こ とが わ か った 。
 [1] There is some doubt about the circumstances of Molla Yegan's death, to which reference 
will be made in due course, but it may be remarked here that while el-Kefevi is possibly right 
at_least about the rough date of Molla Yegan's death, the slightest suspicion attaches to the 
basis for his statement by reason of the fact that his words (if not their order) are  practically 
identical with Taskopruzade's statement about the death of  Molla Taj al Din Ibrahim , known 
as Khatib-zade (Hatibzade): 
[2] The nul curriculum exists by reason of the fact that it does not exist — it is what is 
conveyed by omission, avoidance, bypassing, as_well_as by ridiculing, criticizing, and putting-
down. 
[3] By reason of the fact that Churchill was the great leader.
次 に多 か っ たthe　effectの 文 脈 は 以下 の よ うで あ っ た 。
 [4] Doubts arose over the length of time which might elapse before the child ceased to be 
regarded as  "newly born," and the Infanticide Act 1938 extended the definition to the killing 
of a child" within twelve months of its birth by a mother whose mind is disturbed either 
by reason of her not having fully recovered from the effect of giving birth to the child or 
reason of the effect of lactation consequent upon the birth of the child. 
[5] The Committee was equivocal on this, but recommended a formulation which would 
be broad enough to encompass these wider factors — "the balance of the woman's mind
was disturbed by reason of the effect of giving birth or circumstances consequent upon that 
birth" . 
 [6] ( c ) Benefits The individual receives or is entitled to receive , at any time, any benefit 
provided or to be provided  out__of that income or out_of monies which are or will be available 
for the purpose by reason of the effect or successive effects of the associated operations on 
that income and on any assets which directly or indirectly represent that income.
3件 と もthe effectの あ とに は 、 や1ま り同格 の 役 割 を 果 た す と思 わ れ る、"Of something"か"of
～ing"のof句 が 続 きthe effect of lactation(授 乳 の 影響)
、the effect of giving birth(出 産 す
る こ との影 響)の よ う に、 「何 の影 響 」も し くは 「何 をす る こ との 影 響 」を表 わ す名 詞 も し くは動 名
詞 が 共 起 して い た。
次 に多 か っ たthe faultも 、the negligenceの 場 合 も、 そ の 直 後 に は"of somebody"のof句 が
続 きthe fault of the plaintiff(原 告 の責 任)や 、the negligence of the Seller(売 り手 の過 失)の
よ う に、 「誰 の責 任 」「誰 の過 失 」を言 語 化 す る名 詞 が 共 起 して い た。
3.2.3by reason of one'sの 分析
by reason ofの 直 後 にone'sが 続 く文90件 を精 査 す る と、one'sの あ との構 造 と して は 、【7][8】
の よ う な一 般 的 な名 詞 が 続 く場 合 と、 【9][10]の よ う な動 名 詞 ～ingが 続 くの場 合 の2種 類 が あ る
こ とが わ か っ た。
【一 般 的 な名 詞 が 続 く例1
[7] The East Anglians stood out from the local people, both by reason of their speech and 
their dress . 
[8] Moreover, the right hon. Gentleman said in terms that neither Iraq nor Argentina was in 
any way deterred from attacking British interests by reason of our possession of a nuclear 
weapon.
【動名詞が続 く例】
[9] This section shall not affect any liability incurred by any partner by reason of his having 
notice of a breach of trust; 
[10] In this case that individual shall not be chargeable to tax under s740 by reference to 
relevant income which is such that if he had received it he would not , by reason of his being 
so domiciled, have been chargeable to income tax in_respect_of it.
one'sの 後 に一 般 名 詞 が 続 く例 を見 て み る と、　their　speech(彼 らの 　 話 し方)やour　 possession
ofanuclear　 weapon(我々 の　 核 兵器 の所 持)の よ う に、 「誰 の」と 「何 か 」の2項 を言 語 化 して い
る こ とが わ か る。 一 方 、動 名 詞 ～ingが 続 く例 で は 、　his　having　 notice　of　a　breach　 of　trust(彼
杢 　 背 任 の通 知 を 受 け た こ と)やhis・-　 so　domiciled(彼 が 　 支 払 い所 を そ の よ う に指 定 さ
れ て い る こ と)の よ うに、 「誰 が 」と 「何 をす る こ と」の2項 を表 わ して い る 。
3.2.4【by　 reason　 of　X]の ま とめ
　 コ ー パ ス 分 析 か ら、by　 reason　 of　XのXの 部 分 に つ い て は、　theも し く はone'sが 共 起 す る
definiteな 名 詞 句 が約 半 数 を 占 め て い た こ とが わか っ た 。 また 、　Xの 部 分 の 意 味 構 造 をみ て み る
と、 「何 か が 　 ～ す る/で あ る とい う事 実 」、 「(誰の)何 の影 響 」も し くは 「(誰が)何 をす る こ との
影 響 」、 「誰 の 責 任 」「誰 の 過 失 」とい う よ う な もので あ っ た。 こ こか ら、by　reason　 of　Xが 表 現
しよ う とす る理 由 は 、 「「… が(A)」 「… な の で(B)」」とい う、 文 に展 開 で き る具 体 的 な理 由 を示 す
表 現 な の で は な いか と筆 者 は考 え る。((A)は 理 由 の 主 部 、(B)は述 部 を示 す 。)そ して 、X部 分 は(A)(B)
の言 語 化 の仕 方 に よ って 、 以 下 の よ うに多 様 なパ ター ンに な る と考 え られ る。
 ^ by reason of the fact that A is/does B 
 ^ by reason of the effect of (A's) B 
lu by reason of the effect of (A's) being/doing B 
 ^ by reason of the fault/negligence (=B) of A 
 ^ by reason of  A'  s B 
 ^ by reason of  A'  s being/doing B 
 ^ by reason of the B of A 
 ^ by reason of B
　 な お 、 最 後 の パ タ ー ン と して(theやone'sが つ い て い な い 名 詞 が 続 くパ タ ー ン)と し て は 以 下
の よ う な 例 が あ る が 、
[1i]　 Geiger　 was　 found　 not　guilty　by　reason　 of　insanity.(LEJD)
[12]　 a　person　 disqualified　 by　reason　 of　age(LDOCE5)
[111な ら、by　reason　 of　his　age、[12]な らby　reason　 of　his　or　her　ageと 、理 由 の主 部 の部 分(A)
を補 って 考 え る こ とは 可 能 で あ り、 主 部 を明 示 す る必 要 が な い場 合 、 も し くは明 示 で き な い場 合
に は、 省 略 さ れ る こ と もあ る、 と考 え れ ば、theな し、　one'sな しの 名 詞 が 続 い た 場 合 も説 明 が
可 能 なの で は ない か と考 え る。
3.3[for　 reasons　 of　Y]の 分 析
辞 書 デ ー タの 考 察 か ら は、Yに はeconomy,　 health,　safety,　securityな どの名 詞 に限 られ る とい う
制約情報が一部の辞書にあった。以下では、BNCの データを基に、Yに どのような名詞がどの
よ うな名詞形で使われているのかを考察する。
表5の デ ー タ を概 観 して まず 気 づ く点 と して 以 下 が あ げ られ る。
1)定 冠 詞theが 少 な い 。theが3件(1.4%)し か な く、 上 で み たby　reason　 ofの 直 後 に くる語 で は 、
theが 約25%を 占め て い た の とは対 照 的 で あ る3。
2)不 定 冠 詞a,anが1件 も ない 。by　reason　 ofの 場 合 も15件(4.6%)と 特 に多 か った わ けで は な い
が 、0件 とい う結 果 は注 目に値 す る 。
3)one'sが 比 較 的 少 ない 。his(9件),her(5件),their(5件),ItS(3件)で 合 わ せ て も22件 で 、 全 体
の10.3%に 過 ぎな い。byreasonofXの 場 合 は90件(27 .5%)で あ っ た の と比 べ る とそ の 割 合 はか
な'り低 い とい え る。
4)economy,safety,space,povertyの よ う に 、[②N]形 の 名 詞 が 多 い 。
以 下 、Yの 部 分 の 構 造 を よ り詳 し くみ て い く。
3.3,1 [for reasons of one's_.]の 分 析
BNCの 実 際 のforreas◎nsofone'sの 文 を 精 査 す る と、one'sの あ と の 構 造 は 上 で 見 たby
season of one'sの も の と は か な り異 な る こ と が わ か っ た 。22件 中1$件 は 以 下 の よ う な 、for
reasons ofhis/her/their/its ownの パ タ ー ンで あ っ た4。
[13] He was letting her lead for reasons of his own. 
[14] For reasons of her own, she wasn't doing that. 
[15] An illustration of this came when the Daily Mirror, for reasons of their own, carried a 
feature article about Oxford United and paid particular attention to Eric — one of the most 
regular of the chant leaders. 
[16] But for  reasons  of its own, Washington in the end did neither.
こ の 考 察 か ら、by reason of one'sとfor reasons of one'sの 本 質 的 な 違 い は、by
reason of Xに お い てXがone'sの 形 を とる ケ ー スが 多 く(27.5%)、for reasons of Yに お い
てYがone'sの 形 を と るケ ー ス が 比 較 的 少 ない(10.3%)と い う、単 な る頻 度 の 問題 で は な く、
XとYの 意 味 構 造 の違 い に あ る とい う見 方 の方 が妥 当 と思 わ れ る。
亀
3.3.2[for reasons of o_]の 分 析
上 の 考 察 の4点 目 の1のN]形 の 名 詞 が 多 い と い う点 は 、 定 冠 詞 、 不 定 冠 詞 、one'sが 少 な い と い う
事 実 と表 裏 一 体 を な す 結 果 と 言 え る 。for reasons ofの 直 後([+3～+31)の1語 の 名 詞 の 中 か ら 頻




BNCの 具 体 例 を 以 下 に あ げ る 。
[17] For reasons of economy, copies of these Appendices have not been circulated — they 
are available in the  Library  . 
[18] Lighting in halls, corridors and staircases should be clear and bright for reasons of 
safety  as  well_as aesthetics. 
[19] Ahidjo decided in 1981 that for reasons of health, he would step down from the 
presidency but remain chairman of the ruling party, the Union Nationale Camerounaise (UNC). 
[20] It is impossible for me, for  reasons  of space, to do more than summarise the most
relevant parts of the judgments of the Supreme Court of Canada. 
 [21] The Air Force, again for reasons of cost, wants them based at existing missile sites in 
Wyoming, whence they would flee when a crisis loomed.
筆 者 が これ らの 例 を概 観 した 限 り、for　reasons　 of　Yの 大 部 分 は 、 「Y上 の 理 由 で(例:健 康 上
の理 由 で)」、 「Yの 関係 ・都 合 で(例:紙 面 の 関係 ・都 合 で)」 「Yの 観 点 か ら/Yを 優 先 させ る 観
点 か ら(例:コ ス トを優 先 させ る観 点 か ら)」 と い っ た、 あ る判 断 の ご くお お ざ っ ぱ な"根 拠 の領
域"を 名 詞1項 で示 す 意 味 構 造 の よ う に思 え る。 上 に あ げ た 、Yの 位 置 を 占め る名 詞 を 見 渡 す と、
economy,safety,health,spaceCOSt,security,poverty, confidentiality等 、 どれ も、'具体 的 に何
が ど うだ か ら、 とい う理 由 説 明 で は な く、 あ る判 断 を下 した 際 に 考 慮 した 、根 拠 の領 域 を示 す
だ け に と どま っ た もの よ う に筆 者 に は見 え る。 一 部 の辞 書 情 報 で 、Yの 部 分 がeconomy
,health,
securityな ど の一 部 の 名 詞 に特 定 され て い た こ とは 、根 拠 の 領 域 と な り うる 数 の 限 定 性 と関 連 し
て い る の で は な い か 、 と考 え る。
by reason of Xの 場 合 は、 「誰 が(何 が)」「～す る/～ で あ る」も し くは、 「誰 の 」「何 か」の2項 を言
語 化 す る こ とで 、 「誰 が(何 が)… なの で 」とい う具体 的 な 理 由 を示 して い るの と考 えた が 、 そ の
場 合 、可 能 な理 由 の 数 は ほ ぼ 無 限 に考 え られ る わ け で 、特 定 の名 詞 に 限 定 で き る性 格 の もの で は
な い の で 、 どの辞 書 もXの 部 分 を 占 め る名 詞 につ い て一 切 限定 して い な い の で は な い か と考 え る
こ とが で きる。
3.4[by reason of X]と 【for reasons of Y]に つ い て の ま とめ
[by reason of X]と 【for reasons of Y]の 違 い につ い て の 筆 者 の 仮 説 を ま とめ る と表6の よ う に
な る。
4.ま と め
最 後 に 本 稿 で の 考 察 を 踏 ま え、 辞 書 記 述 へ の提 言 を した い 。 表1の 考 察 か ら明 らか な よ うに 、
従 来 の辞 書 記 述 で は、fo　 reasons　 of　safety[health]な ど特 定 の名 詞 を成 句 の一 部 と して挙 げ て
い る辞 書 が 一 部 あ っ た もの の 、 多 くは 「～ の 理 由 で 」の 「～ の」部 分 は、"by　 reason　 of　Ω","for
reasons　 of　O";"by　 reason　 of　A","for　 reasons　 of　A";"by　 reason　 of...";"by　 reason　 of
something","for　 reasons　 of　something";"by　 reason　 of　sth","for　reasons　 of　sth"な ど、℃","A",
" …"の よ うな記 号
、も し くは、"something"か そ の 省 略 形 の"sth"を 用 い て 、ofの 目的語 くつ ま り、
本 稿 で い う と こ ろ のXとY)に は単 に、"ある名 詞 句"が 続 くこ とだ け を示 して い た。 しか し、 コ ー
パ ス 分 析 の結 果 、XとYと で は 、 意 味構 造 も名 詞 形 も大 き く異 な る こ とが 明 らか に な っ た。 本 稿
の 考 察 か ら、 と りわ け 同訳 表 現 に つ い て は、 訳 以 外 の使 い 分 け の拠 り所 を明 記 す る必 要 性 か ら、
単 に前 置 詞 の 目的 語 と して"…"や"0"や"something"な どで 置 き換 え て 表 記 す るの で は な く、
目的 語 の 部 分 に どの よ う な意 味 構 造 の名 詞 句 が 求 め られ て い て、 ど の よ うな名 詞 形 を用 い るべ き
か 、 の 情 報 も明 記 す べ きで は な い か と考 え る。
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。 各 コ ー
　 パ ス に 含 ま れ る 総 語 数 は 、BNCが 約1億 語 、　WBは 約5,600万 語 。
2BNCとWBで は
、　by　 reason　 ofは 「群 前 置 詞 句 」(multiwords)の 扱 い で 、　by reason _ofア ン ダ ー バ ー
　 で つ な い で 表 記 し て い る 。群 前 置 詞 扱 い さ れ て い い な いby　 reason　 ofはBNCで13件 、　WBで1件 あ っ た が 、
　 本 稿 で は 考 察 の 対 象 か ら は 外 し た 。
3　 BNCで の 実 際 の 文 は 以 下 の 通 り
。
1. Paragraphs 474-489 of the Latey Report make it clear that doctors felt difficulty in accepting 
   the consent of someone under 21  (  the then age of  majority  ) to medical treatment, even _though 
   parental consent might be unobtainable or, for reasons of the minor 's  privacy  , undesirable. 
2. The special features of such a protective system , provided for reasons of the vastly increased 
   significance of its failure , thus render it more vulnerable than would otherwise be the case. 
3. Similar divisions among the  nobility  , and the confusion into which it seems to have thrown the 
   English leaders, might well explain why national armies were raised infrequently and achieved 
   little , especially if there was dispute over the best policy to adopt, for reasons of the sort 
   outlined above.
40ne'sの 直 後 がownで なか
った4例 は以 下 の通 りで あ る。
1. Only Trethowan's name was omitted, presumably more for reasons of his public reputation as 
   an interviewer and commentator than for any lack of enthusiasm for the Conservative cause. 
2. It seems a strange and very unjust decision to pick Jim Courier for reasons of his present 
   ranking but who bears no comparison in performance as a Davis Cup player and, even more
   surprising, as he has actually refused to play for the US team recently. 
3. For reasons of its very comprehensiveness the book  will. be of use as a companion for the 
   collector, art historian, student and librarian. 
4. But there is a fourth major avenue of current research which, for reasons of its technical 
   complexity, can not be covered in this book.
